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令和６年度第３回花巻市子ども・子育て会議 会議録 

 

１ 開催日時 

  令和７年１月 16 日（木） 午後２時から午後３時 40 分まで 

 

２ 開催場所 

  花巻保健センター２階 集団指導室 

 

３ 出席委員 15名 

  中村 良則 会長（富士大学理事長補佐 経済学部教授） 

佐藤 良介 副会長（花巻商工会議所 副会頭） 

長澤 佳則 委員（岩手県私立幼稚園・認定こども園ＰＴＡ連合会中部地区会 会長 

         中央みのり幼稚園ＰＴＡ会長） 

宮澤 真由美 委員（花巻市学童クラブ連絡協議会 わかば学童クラブ保護者） 

髙橋 佳子 委員（社会福祉法人石鳥谷町保育協会 新堀保育園園長） 

高橋 きぬ代 委員（花巻私立幼稚園・認定こども園協議会 理事） 

晴山 裕子 委員（花巻市内学童クラブ連絡協議会 八重畑学童クラブ主任支援員） 

畠山 直美 委員（特定非営利活動法人わこの家 小規模保育事業所わこの家主任補佐） 

諏訪 心一 委員（社会福祉法人浄心会 つちざわこども園地域子育て支援センター所長） 

川村 晃平 委員（花巻市立大迫保育園保護者会 会長） 

伊藤 和江 委員（社会福祉法人花巻市社会福祉協議会 イーハトーブ養育センター園長） 

晴山 光弘 委員（花巻市校長会 大迫小学校校長） 

吉田 桂子 委員（花巻市手をつなぐ育成会 花巻支部副支部長） 

上野 文男 委員（かなん子どもひろば 支援員） 

鎌田 文聰 委員（岩手大学 名誉教授） 

 

４ 欠席委員 ４名 

千葉 由美子 委員（花巻市ＰＴＡ連合会 副会長） 

森田 真梨子 委員（花巻市立西公園保育園保護者会 会長） 

打田 修子 委員（花巻市法人立保育所協議会 会長） 

泉山  明 委員（花巻市民生委員児童委員協議会 理事） 

 

５ 出席した職員 

(1) 今井 岳彦 健康福祉部長 

(2) 瀬川 幾子 教育部長 

(3) 阿部 勇悦 健康福祉部次長 

(4) こども課 

松原 弘明 課長、高橋 秀行 課長補佐、吉田 真彦 子育て支援係長、 

髙橋 結花里 保育管理係長、川村 芽衣 主査、西 真紀子 会計年度任用職員 
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(5) 関係課（機関） 

     佐々木 彰子 こども家庭センター所長、久保田 和子 こども家庭センター副所長、 

大竹 由香利 こどもセンター副所長、高橋 晃一 学務管理課課長、 

大川 尚子 就学前教育課課長、佐藤 宏之 学校教育課主任指導主事 

 (6) 計画策定支援業務委託事業者 

  株式会社ぎょうせい新宿分室 松永 学  上席主任研究員 

                二瓶 琴美 主任調査員 

 

６ 議題  

(1) 第３期花巻市子ども・子育て支援事業計画「イーハトーブ花巻子育て応援プラン」（素案）につ

いて 

(2) その他 

 

７ 議事録 

○こども課：高橋課長補佐（事務局進行） 

本日はお忙しいところご出席いただきましてありがとうございます。 

本日の会議時間は１時間半程度を予定してございます。委員の皆様のご協力をお願いいたしま

す。 

本日の会議は、委員 19名中、15名にご出席いただいており、半数以上の委員の皆様に出席いた

だいておりますことから、花巻市子ども・子育て会議条例第５条第２項の規定により、開催要件

を満たしていることを報告いたします。 

また、本日の会議は会議録を作成するに当たりまして、会議録作成システムを使用する関係

上、発言の際には、大変申し訳ございませんが、皆様にマイクをお持ちいたしますので、挙手の

上、マイクを通してご発言いただきますようよろしくお願いいたします。 

開会の前に、資料の確認をいたします。事前に本日の会議資料をお届けしておりましたが、お

持ちにならなかった方はおりませんでしょうか。資料は先に配布しております、本日の会議の次

第、委員名簿、資料№１-１、№１-２になりますのでご確認ください。 

また資料の訂正をさせていただきます。諏訪委員の社会福祉法人浄心会の浄の字に誤りがござ

いました。お手元に配布しておりますので、ご確認をお願いいたします。 

大変申し訳ございませんでした。 

それでは、令和６年度第３回花巻市子ども・子育て会議を開会いたします。 

今井健康福祉部長からご挨拶申し上げます。 

○今井健康福祉部長 

本日はご多忙のところ、また足元の悪い中、令和６年度第３回花巻市子ども・子育て会議にご

出席いただき、誠にありがとうございます。 

本日の会議では、第３期花巻市子ども・子育て支援事業計画イーハトーブ花巻子育て応援プラ

ンの素案についてご協議いただきます。 
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本日の会議を経まして、来週開催予定の議員説明会等、議員への説明の後、１月下旬よりパブ

リックコメントを実施する予定となってございます。 

委員の皆様におかれましては、ご専門の立場から忌憚のないご意見をいただきたいと存じま

す。 

それではどうぞよろしくお願いいたします。 

○こども課：高橋課長補佐（事務局進行） 

それでは次第の３の議事に移りますが、議長につきましては、花巻市子ども・子育て会議条例

第４条第２項の規定により、会長が議長となるとされておりますので、中村会長様よろしくお願

いいたします。 

○中村良則会長 

ただいまご指名されましたので、議事を進めてまいりたいと思います。それでは早速ですが、

議事に入ります。 

(１)第３期花巻市子ども・子育て支援事業計画イーハトーブ花巻子育て応援プラン（素案）に

ついて事務局からご説明お願いいたします。 

○こども課：吉田子育て支援係長 

こども課子育て支援係長の吉田でございます。私から、資料№１-２によりまして、第３期花巻

市子ども・子育て支援事業計画イーハトーブ花巻子育て応援プラン素案について説明いたしま

す。 

まず、１ページの左側よりご覧いただきたいと思います。 

 第１章、計画策定にあたってということでございますが、計画策定の趣旨、背景につきまして

は、前回会議で説明いたしました骨子案から、花巻市が令和６年３月に策定しました、第２期花

巻市まちづくり総合計画の中で、市の重点施策推進プロジェクトの一つとして掲げております、

子ども・子育て応援プロジェクトの推進について追記させていただいているところでございま

す。 

次に、計画の位置付けでございますが、こちらにつきましては子ども・子育て支援法、それか

ら次世代育成支援対策推進法、こちら二つの法律に基づく計画を一つの計画に統合し、本計画を

策定するところを説明している項目でございます。 

また、第２次花巻市まちづくり総合計画を始めとする、子ども・子育てに関する計画ともリン

クしながら、この計画を進めていくという形をとるものでございます。 

その次、計画期間につきましては、令和７年度から令和 11年度までの５年間、ＳＤＧｓとの関

係につきましては、骨子案と同様でございます。 

次に右のページでございます。 

第１章ということで、子ども・子育てを取り巻く現状でございます。 

本冊では第２章、６ページ以降のところで、各種統計データを使いまして、花巻市における子

ども・子育ての支援を取り巻く環境をお示ししておりますが、概要版では主だったデータといた

しまして、４点ほどグラフを載せさせていただいております。 
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まず１つ目、出生状況ということで、合計特殊出生率の推移を掲載しております。 

現状におきまして、出生数は減少傾向にありますが、合計特殊出生率、１人の女性が一生の間

に産む子どもの平均人数という指標でございますが、こちらも減少傾向にあるということでござ

います。 

また、２つ目、母親の年齢別出生割合ですが、こちらをご覧いただきますと、出産年齢につき

ましても、20 歳から 24歳の割合が減少しまして、逆に 30歳から 34 歳の割合が増加をしていると

いう状況になっております。 

次に就労状況でございます。こちらにつきましては、女性の年齢別就業率における、いわゆる

Ｍ字カーブが緩やかになっている現状で、６歳未満 18 歳未満の子どものいる世帯に占める共働き

率を示しているものでございます。 

こちらにつきましては、平成 12 年の数値がピークとなっておりまして、平成 17 年には一旦減

少したものの、再び緩やかに増加しているという状況でございます。 

２ページ目の左側、教育・保育の状況でございます。 

まずは、保育園・認定こども園・幼稚園の状況を掲載してございます。 

骨子案からの追加内容といたしまして、（４）保育園等の待機児童の発生状況を追記させていた

だいております。 

保育園における待機児童は、令和６年の４月１日現在では９名、10 月１日現在では 30 名となっ

ており、令和２年度以降では最も多くなっておりますが、いずれの年におきましても、年度途中

で待機児童が増加するという傾向がございます。その下、学童クラブの状況についても記載をし

ております。 

また、学童クラブについても、待機児童数を分析させていただいております。令和４年度、そ

れから令和６年度に、それぞれ４名ずつの待機児童が発生しておりますが、令和７年の４月１日

には、花巻小学校学区に１施設、桜台小学校学区に１施設、計２施設の学童クラブが新規に開設

されることとなっております。これによりまして、現在発生しております待機児童は解消される

見込みとなってございます。 

続きまして右のページ、第２期計画での取組状況でございます。 

最初の子育てのしやすさにつきましては、骨子案で示したデータと同じものを掲載させていた

だいております。 

次に第２期子ども・子育て支援事業計画の実施状況、こちらにつきましては、現時点での実績

見込みに基づく達成状況を掲載してございます。 

今後、骨子案の作成に当たりまして、もう少し後になってから直近の実績を再確認いたしまし

て、こちらの数字の修正等を行いますので、こちらにつきましては、現時点の状況ということ

で、ご確認をいただければというように思います。 

３ページをお開き願います。左側のページ、第３章計画の基本理念・基本目標でございます。 

基本理念、基本目標のいずれにつきましても、第２回会議でご説明の通り、第２期計画に掲げ

た理念目標を引き継ぎ、基本目標の達成に向けて取り組みを進めていきたいと考えております。 
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それを受けまして、３ページ第４章子ども・子育て施策の展開ということで続いてまいりま

す。この図は基本理念・基本目標に紐づく基本施策と実施施策の体系図となってございます。 

基本施策が一番地域における子育ての支援から、７番の多様な家庭環境等に対応した、きめ細

やかな取り組みを推進する七つの項目がございまして、基本施策の下に実施施策を掲載してござ

います。 

例といたしまして、１番の基本施策地域における子育ての支援の実施施策の一番として、地域

における子育て支援サービスの充実というような形で掲載しておりまして、こちらの実施施策を

全部で 23の施策に整理しているところでございます。 

こちらの図に訂正がございます。７-３の発達相談支援の充実という項目でございますが、こち

らは３－２、就学前教育の充実へ統合しておりますので、削除願います。 

従いまして、基本施策７につきましては、７-１から７-３までの三つの実施施策となりますの

で、よろしくお願いいたします。 

続きまして、４ページをお開き願います。こちらが、施策別主要事業の体系でございます。先

にご説明の基本施策推進対策に繋がる具体的な事業の体系を掲載してございます。 

今回につきましては、再掲としている事業を除きまして、現時点では全部で 117 の事業を掲載

することで検討しているところでございます。 

本資料では星印のついている事業が、後ほど説明いたします、地域子ども・子育て支援事業に

該当するものでございます。 

また、朱書きの事業につきましては、第３期計画から新たに追加掲載する事業ということでご

ざいます。第２期計画には、再掲の１事業を含めまして、全部で 109 事業の掲載をしておりまし

たが、今回、実際の事業実施状況や、この５年間において新たに実施している事業等を含めて見

直しを行いました結果、117 事業となってございます。見直しの内容につきましては、109 事業の

うち、統合したものが 11 事業、掲載を終了するものが７事業となってございます。 

そして、令和６年の４月に策定されました、第２期花巻市まちづくり総合計画前期アクション

プランにおける子ども・子育てプロジェクトとの整合を図った上で、従前から実施されていたも

のの、これまで未掲載の事業も含めまして、今回新たに追加した事業が 22 事業でございます。こ

れらの見直しの結果、全部で 117 事業の掲載ということになってございます。 

５ページをお開き願います。 

こちらのページにつきましては、今回新たに追加した 22 事業の概要を掲載してございます。 

詳細につきましては、事前に資料をお送りさせていただいておりますので、この場での説明は

省略させていただきますが、こちらにつきましては、令和７年度の当初予算の動き等により、最

終案の作成までに追加が可能なもの、必要と判断されるものについては、最終までに今後追加す

る可能性がございますので、現時点での掲載内容として、ご確認いただければと思います。 

続きまして、６ページをお開き願います。６ページ左側には、廃止、統合または終了した事業

の一覧を掲載しております。第２期計画で掲載しておりました事業内容について、今一度見直し

を行いまして、事業の内容、それから性質上、統合が適当であろうと思われる事業を統合してお
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りますし、終了につきましては、市が実施する事業としての初期の目的を果たしたものであろう

と判断されるものは掲載を終了するという形で、その事業内容と理由について掲載をさせていた

だいているところでございます。 

６ページ右側は最初に説明いたしましたこの施策と事業数の整理を行ったものの比較表になっ

てございます。こちらにつきましては、具体的にどの事業がどのように統合されたか、掲載終了

となったか、新しく追加された事業として何があるかを整理したものでございますので、こちら

の表はこれまでの説明の確認ということでご覧いただければと思います。 

続きまして、７ページをお開き願います。 

こちらは第５章教育・保育施設及び地域子ども・子育て支援事業の確保のご説明を申し上げま

す。左のページにつきましては、教育・保育提供区域に設定するというところの説明をしてござ

います。 

この計画の根拠となります子ども・子育て支援法、こちらの中で市町村ごとに教育・保育の提

供する区域を定めると決められております。花巻市では第２期計画におきまして、幼稚園、認定

こども園、或いは保育園等の教育・保育施設、様々な地域子ども・子育て支援事業を実施利用さ

れる方の区域設定につきまして、合併前の４市町の区域を教育・保育提供区域と設定したところ

でございます。 

次に、地域子ども・子育て支援事業については、全市域、小学校区という区域設定を行ってい

る事業がございます。全市域とは、サービスを提供する拠点が、市内で１箇所や２箇所でありま

すが、市内全域を対象に事業を実施するもの、それから小学校区とは、小学校区単位にそれぞれ

サービスの提供拠点があり、それぞれの拠点で事業を実施するものであります。各事業のサービ

ス提供区域につきましては、記載のとおりでありまして、第３期計画でも第２期計画と同様の考

え方により提供区域の設定をしてまいりたいというものでございます。 

それから事業番号の①から⑬のところは、第２期計画にも掲載の既存事業についての記載であ

りますし、下の表は、第３期計画から新たに掲載する事業について追記したものでございます。 

 令和６年度に追加になりました⑭から⑯までの３事業、令和７年度から追加となります⑰の産

後ケア事業、それから黒丸印で書いております乳児等通園支援事業は全市域を対象として、利用

見込みと確保方策を立てることになってございます。 

 その事業ごとの区域の考え方についても記載しております。事業の性格上、放課後児童健全育

成支援事業では小学校区ごとに行うとか、合併前の４市町の区域ごとに、或いは全市域で行うと

いった設定をする形としてございますので、表をご覧いただければと思います。 

 ７ページの右の方の、計画期間における児童の推計でございますが、前回の会議で説明させて

いただいた内容から変更がございませんので、再度ご確認いただきたいと思います。 

 次の項目、教育・保育施設の充実につきましては、利用見込みの量、それから確保方策及び算

定の考え方の記載をさせていただいております。 

 前回の会議で、中間案ということで利用見込みについて説明させていただいたところでござい

ますが、こちら令和２年度から令和６年度、2020 年度から 2024 年度の実績値の推移から利用者数
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の平均増減率を算出し、計画期間における児童数の推計値に乗じて算出したものでございます。

詳細な計算結果につきましては、本編の方をご確認いただきたいと思います。 

 具体的な量の見込みは、第３期の計画期間におきまして、市全体で最大 2,370 人程度であり、

計画最終年度となる令和 11 年度には、1,933 人程度まで減少する見込みとなってございます。具

体的な試算結果は素案本冊の 79、80 ページに掲載しております。 

 また、こちらの４地域別の利用見込みにつきましても、その本冊の 81ページから 88 ページに

掲載しておりますので、ご確認をいただきたいと思います。この利用見込みにつきましては、保

育園、認定こども園、幼稚園の他、小規模保育や事業所内保育の地域型保育事業を利用する方々

も含めた見込み数となっております。この利用見込みに対する確保方策、いわゆる受け皿につき

ましては、教育・保育施設の受入れ定員数で試算をさせていただいているところでございます。

これにつきましては、令和６年度時点で、開設をされております教育・保育施設の数、必要な利

用定員の総数で確保できる見込みであります。 

しかしながら、２ページの方でご説明させていただいた通り、待機児童については年々増加傾向

にあるという実態がございますが、保育士の不足により、利用定員どおりの受入れができないこ

となどが理由として考えられるところでございますので、引き続き保育士確保の対策事業を進め

ることが必要と考えてございます。 

 ８ページをお開き願います。こちらは地域子ども・子育て支援事業の充実に向けた今後の方向

性を記載してございます。 

 地域子ども・子育て支援事業は、（１）の利用者支援事業から始まりまして、産後ケア事業まで

の 17 の事業及び乳児等通園支援事業、いわゆるこども誰でも通園制度につきまして、それぞれの

事業における利用見込みと、確保の方策、或いは今後の実施を検討する事業について方向性をそ

れぞれ掲載させていただいております。 

 現在、子ども・子育て支援法の中で定められております事業、或いは令和７年度以降から実施

の事業でありまして、国、県から子ども・子育て支援交付金の交付を受けて実施する事業となっ

ております。先程４ページから５ページのところで説明いたしました、子育て支援のための 117

事業の中にも、これらの事業を掲載させていただいているところでございます。 

 まず、利用者支援事業ですが、子育て世帯包括支援センターを設置し、教育・保育に関する子

育て支援の情報提供等を行っておりますが、当該施設の設置を継続し、事業を実施していくとい

う中身でございます。 

 次に、延長保育事業につきましては、市内の保育園、認定こども園或いは地域型保育事業所等

におきまして、18 時以降においても子どもを預かるという事業でございますが、既に実施してい

る施設が 41 施設ございますので、こちらの施設により見込まれる利用数を確保していきたいと考

えているところでございます。 

 次に、実費徴収に係る補足給付を行う事業は、保護者の世帯所得の状況により、保育園等を利

用されている方の教材費ですとか、行事費用で個人負担を補助するという事業でございます。ま

た、私立幼稚園を利用されている方につきましても同様に、保護者の世帯収入によりましては、
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給食に係る副食材料費の支援を行っております。これらの支援の対象となる方を適切に把握の

上、給付をしていくということを記載してございます。 

 次に、多様な事業者の参入促進・能力活用事業ですが、こちらの事業活動につきましては、本

事業を活用することが可能な事業者が現れた際に、事業者が実施しようとしている事業の必要

性、それから妥当性といったものを初めに踏まえながら、必要に応じて支援を行うことを検討し

たいと考えております。 

 次に、放課後児童健全育成事業、学童クラブの事業についてですが、先に２ページで、令和６

年４月１日現在の利用状況を掲載させていただいておりますとおり、近年は待機児童が発生する

状況にありますが、先に説明の通り、令和７年度に新たに開設する２施設と現在市内に設置され

ております 20 施設を合わせた 22施設への様々な運営支援、それから委託事業等の実施により、

必要となる利用定員総数を確保してまいりたいと考えております。 

 次に、子育て短期支援事業でございますが、この事業はお子様を一時的に児童養護施設等で預

かる事業というものでございます。市内外におきまして、全４箇所で事業を行っておりますが、

この４施設によるサービスの提供量は、利用見込みに対し、十分に確保されているという状況で

ございます。 

 次に、乳児家庭全戸訪問事業は、生後４か月までの乳児がいる、全ての家庭を訪問するという

事業で、こちらも継続実施をしてまいりたいというところでございます。 

 次の養育支援訪問事業、それから子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業、こちらにつき

ましては、乳児家庭全戸訪問事業とも関係しますが、養育支援が必要な家庭もあることから、引

き続き指導・助言を行っていくというものでございます。 

 次の、子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業につきましては、要保護児童等の支援に資

する事業というものでございます。こちらは、要保護児童対策地域協議会がございますので、実

務者会議を開催しながら、情報共有や支援を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、地域子育て支援拠点事業につきましては、地域子育て支援センターを運営する事業でご

ざいますが、令和６年度現在で６箇所運営しておりますが、事業を継続実施していくということ

でございます。 

 次に、一時預かり事業につきましては、保育園で一時的にお子様をお預かりするという事業で

ございますが、過去５年間の最大実績を基本に算出した利用見込みに対し、来年度は 19 施設で一

時預かり事業を予定しており、今後も施設によりまして、必要利用枠数を確保していきたいとい

うところでございます。 

 次に、病児保育事業ですが、こちらは平成 29年度に市で開設いたしました病後児保育室での保

育と、各保育園で実施し各園の入園児童が利用する体調不良型という二つの事業を実施してござ

います。現在運営している病後児保育施設は１施設、体調不良型を実施する施設が 17 施設ござい

ますので、これらの施設により必要利用枠数を確保してまいりたいというものでございます。 

 次に、子育て援助活動支援事業、いわゆるファミリー・サポート・センター事業でございます

が、こちらは会員制でお子さんを預かる事業で、こちらも今までの対応実績を基本に盛り込むと
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いうことで、現在の実績を維持していくということでございます。 

 また、妊婦健康診査でございますが、年間の妊娠届出の見込みに対しての提供体制は十分に確

保が現状出来ておりますので、引き続き事業を実施していくということでございます。 

 （14）からが新規に掲載する事業でございます。（14）から（16）につきましては、令和６年度

から新たに地域子ども・子育て支援事業に追加された事業でございます。現時点では、未実施の

事業となってございますので、今後実施を検討する事業ということで、事業概要のみ説明をさせ

ていただきたいと思います。５ページにお戻りいただき、右下の基本施策の項目をご覧いただき

たいと思います。 

 №107 の（14）子育て世帯訪問支援事業でございます。家事子育て等に対して不安や負担を抱え

る子育て家庭、妊産婦、ヤングケアラーがいる家庭の居宅を支援員が訪問しまして、家事や子育

ての支援を実施する事業でございます。 

 №108、（15）児童育成支援拠点事業でございます。養育環境に課題を抱える家庭や学校に居場

所のない児童に対して、当該児童の居場所となる場を開設し、生活習慣の形成や学習サポート、

進路相談等の支援、食事の提供等を行うとともに、児童および家庭の状況を評価し、個々の児童

の状況として包括的な支援を行うという事業でございます。 

 №109、（16）親子関係形成支援事業でございます。こちらは児童との関わり方や子育てに悩み

や不安を抱えている保護者及びその児童に対しまして、心身の発達状況等に応じた情報の提供、

相談及び助言を実施するとともに、同じ悩みや不安を抱える保護者同士が相互に悩みや不安を相

談共有し、情報交換ができる場を設けるという事業でございます。 

 次に（17）産後ケア事業ですが、５ページ左でございます。 

 こちらは、妊産婦が抱える妊娠・出産等に関する悩みの相談支援や産後間もない母子に対する

心身のケアを行うという事業でございますが、令和６年度時点では、日帰り型のケア事業を実施

している１施設がございますので、こちらに必要に応じ確保するということがございますし、今

年度におきまして、宿泊型の産後ケア事業につきましても実証事業を行っております。こちらの

事業実施結果を元にいたしまして、今後宿泊型のケア事業の実施についても検討していきたいと

考えているところでございます。 

 この他、乳児等通園支援事業につきましては、施策１の№17、こちらに事業内容の記載をさせ

ていただいております。 

 こちらは、一月につき 10 時間以内で就労要件を問わず、時間単位で教育・保育施設を柔軟に利

用できるという形で記載させていただいておりますが、もう少し補足しますと、教育・保育施設

に通っていない生後６か月から満３歳未満の未就園児が対象であり、令和７年度から制度化に向

けた検討を行いまして、令和８年度からの本格実施に向けて検討を進めてまいります。 

 ８ページにお戻り願います。こども誰でも通園制度の事業のみ、他の子ども・子育て支援事業

と別に掲載させていただいておりますが、この事業は地域子育て・子ども支援事業として交付金

事業としては令和７年度のみの実施となりまして、令和８年度以降は交付金事業から利用状況に

基づく給付事業に性質が変わるというところがございますので、今後５年間において、交付金事
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業としての実施が見込まれる（1）から（17）の事業と別に記載をさせていただいたところでござ

います。 

 第６章、計画の着実な推進に向けて、でございますが、内容につきましては、第２期計画とほ

ぼ同じ考え方としてございます。計画の推進体制につきましては、市及び子ども・子育て支援に

関わる事業者、有識者等が本計画を推進する当事者といたしまして、子ども・子育て会議におけ

る各主体の取り組み状況や課題といったものを共有しながら、本計画に掲載している施策、事業

を推進してまいりたいと考えているものでございます。 

 また、計画の進捗状況の点検評価につきましては、これまで通り毎年度花巻市子ども・子育て

会議の場で年度ごとの実績報告をさせていただきまして、委員の皆様に評価をしていただくとい

う形をとってございますので、これについても継続して実施していきたいと考えております。 

 なお、計画の見直しにつきましては、計画を進めていく上で、実態と大きくかけ離れるような

ことがございましたら、計画の中間年３年目を目処に見直しを行っていく他に、現時点で本計画

に予定していない事業の創設、変更等が生じた場合には、計画の見直しについて議論を進めてい

きたいと考えているところでございます。 

 駆け足になりましたが、以上で説明を終わります。ご意見の程よろしくお願いいたします。 

○中村良則会長 

 どうもありがとうございました。 

 質疑の前に補足的な説明をお願いしたいと思いますが、冊子の方を確認すると、第１章は計画

策定にあたってということですので、全体の計画の位置付けで、第２章が花巻の現状、第３章が

この計画の基本理念、基本目標で、第４章が子ども・子育て支援施策の展開ということで、具体

的には基本施策が１から７まであります。施策の事業体系としては 117 ということですね。それ

で、第５章、教育・保育施設及び地域子ども・子育て支援事業の確保というところですけれど

も、最終的には（1）から（17）の事業が記載されておりますが、これらの事業については、第４

章に事業概要等の記載がありますが、第５章においては特に詳細に事業内容等を記載していま

す。その目的、内容というか、意図というのはどの辺にあるのか簡単に説明をお願いできますで

しょうか。要するに、第５章の方は、第４章にも掲載のある 17 の事業についての記載があるわけ

ですが、具体的にどの施設がこの事業を行うのか。地域子ども・子育て支援事業の充実に向けた

統合の方向性について、利用者支援事業から始まって、17事業ありますけれども、これらの事業

の位置付けというのは、第４章までの施策等とどのように関係しているのか改めてご説明いただ

ければと思います。 

○こども課：吉田子育て支援係長 

 最初の方にご説明しましたが、この花巻市子ども・子育て支援事業計画は、子ども・子育て支

援法、それから次世代育成支援対策推進法という二つの法律で、それぞれ策定することを定めて

いる計画があり、これらの計画を１本にまとめて策定しております。 

 まず、次世代育成支援対策推進法におきましては、市町村の行動計画を定めることとなってい

ますが、これは第４章において、花巻市で子ども・子育て支援の良い環境を作るための市の全体
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的な行動計画として、市が実施する 117の事業を掲載しているものでございます。 

 次に第５章では、子ども・子育て支援法で規定されている地域子ども・子育て支援事業計画に

掲載することとされている内容を掲載させていただいているもので、こちらは、教育・保育施設

や地域子ども・子育て支援事業の実施により提供するサービスについて、どれぐらいの利用見込

みがあり、利用見込みに見合う受け皿をどのように確保するのかを計算した上で、計画に記載す

ることが定められております。  

 つまり、第４章では、次世代育成支援対策推進法に定めのある計画に係る記載内容に、第５章

では子ども・子育て支援法に定めのある計画に係る記載内容に整合する内容を、それぞれ記載し

ているものであります。その中で、市の取組全体を記載する第４章の事業の中には、第５章で記

載する地域子ども・子育て支援事業も含まれるものでありますので、第４章では市町村行動計画

としての掲載を、第５章では、子ども・子育て支援事業計画としての記載を行っているものであ

ります。 

○中村良則会長 

 法律で記載の内容が決められたものがあり、それに合わせた計画にしないといけないというこ

とですね。素案計画ですので、文言も含めて点検していった方がよいだろうと思います。 

 まず、第１章、計画策定にあたってですが、これについていかがでしょうか。 

 それから第２章子ども・子育てを取り巻く現状①ですが、何か確認することがあればお願いし

ます。 

○鎌田文聰委員 

 ２ページに子育てのしやすさとあります。 

 子育てしやすいまちだと思う割合の指標がありますが、令和５年からプラスαになってくる。 

 一番低いのが令和５年です。プラスになった理由はなんでしょうか。 

○こども課：吉田子育て支援係長 

具体的な数字の推移の理由について、明確な答えがあるわけではないということを先にお話を

させていただいた上でということになりますが、このアンケートの実施時期は、それぞれの年度

の初めの４月から５月あたりにアンケート調査を行うものになってございます。 

そうなりますと令和２年度のアンケート実施時期が、ちょうど新型コロナウイルスの感染が拡

大し始めて、同時に社会が将来に対する不安が蔓延し始めたためなのかというように考えており

ます。 

その辺りからコロナウイルスに関連する経済情勢の悪化、例えば物価上昇などが起こったこと

を考えますと令和２年度から始まって、３年度になってもまだ明けない、４年度になってもまだ

明けないという中、子育て支援以前の生活のところに意識が向かい、満足度が段々下がっていっ

たというところもあろうかと思います。 

令和５年度のアンケート調査がちょうど２類から５類に移行する直前の時期ぐらいに実施して

おりますので、この辺りまでが満足度の減少時期で、令和５年度に下げ止まりになり、令和６年

度には完全に５類になって、そういった社会情勢への慣れが出てきて、そうした社会の中で子育
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てに対する考えが行き渡るといいますか、目の前のことを何とかしなきゃいけないという心理か

ら、子育てを今後どうするというところに意識が向き、この間に子育てに対する国、県、市のバ

ックアップもだいぶ厚くなってきたということもあり、令和６年度には若干の回復傾向にあった

のかなというように考えております。こういった満足度が、今後上がっていくようにというとこ

ろで、様々な支援の方策とご意見等も踏まえながら検討していきたいと考えているところでござ

います。 

○晴山裕子委員 

八重畑学童クラブの晴山です。 

２ページ目の左側下の方の学童クラブの状況というところがありますが、こちらの方に書いて

ある定員が、下に小さく、面積上の受入可能数というふうになっています。こちらの面積は国で

決められた面積ということで変えることは無理ですけれども、小学校１年生から６年生が全く同

じ面積となっております。 

うちの学童クラブで言えば、小学校１年生で一番小さい子は 120 センチです。６年生で一番大

きい子が 167 センチほどありますので、全く同じ面積で収まる定員という考え方はおかしいと

常々感じていました。各学童クラブでも一応目安となる定員の人数というのを表記しておりま

す。冬休み中で石鳥谷地域しか計算できなかったのですが、こちらの表ですと 260 名となってい

るところ、実際定員として出しているのは４学童で 150 名です。これに対し、４月１日現在のと

ころで、166 名が入所状態ですので、実際ですと定員を超えているので、面積だけの定員ではな

く、実際各学童クラブで出している定員に対して、どのぐらい入っているかというのを出してい

ただきたいと思いました。 

○こども課：高橋課長補佐 

 先程高学年の児童が、国の面積基準では狭いという話もありましたが、今高学年の児童が増え

てきております。国において基準が決められており、実態と少し合わないと思いますが、国のガ

イドラインでは収まっているという考え方でありますので、面積で計算しているところでござい

ます。 

 また、実際の定員のところですが、確かに面積上の定員数と各学童クラブで決められている定

員数は異なります。ただし、この定員数が、今実際に入所している児童数と整合性が取れてない

学童クラブもございます。例えば、学童クラブが決めている定員は 70 人だけれども、実際には 90

人が入所している学童クラブもあります。これについては必要な施設の面積が確保され、必要な

支援員の人数がいれば特に問題ないとしているところでございまして、学童クラブが決めている

定員と実際の入所者数については整理しなければと思っており、定員の決め方を学童クラブと相

談しなければならないと思っておりました。 

 学童クラブの利用児童数が増えており、なるべく定員を増やしてもらいたいと考えております

ので、整理して、相談し変更等していきたいと思っております。 

○晴山裕子委員 

 面積のことを考えますと、支援員がもう少しいれば子どもを預かることが可能ですが、なかな



13 

か職員の人数確保も苦しいところがありますので、ぜひともそういった支援、情報共有等、こど

も課からいただければと思います。 

○中村良則会長 

 次の第３章、計画の基本理念、基本目標について何かございますでしょうか。 

○伊藤和江委員 

イーハトーブ養育センターの伊藤と申します。 

確認ですが、７-３発達相談支援の充実のところをどこかと統合するために削除しますと説明さ

れたような気がしますが、具体的に教えていただきたいです。 

○こども課：吉田子育て支援係長 

 第２期計画の中で、発達相談支援の充実という施策には、発達相談支援事業という名前で事業

一つだけ掲載させていただいておりました。 

 今回の計画を策定する中で、担当部署等との議論において、３－２の就学前教育の充実と統合

するのが相応しいのではないかということで、そのような形に整理しており、４ページの主要事

業で 76 番の発達支援事業が、第２期計画においては発達相談支援事業という事業名になります。

３－２の中には、幼児ことばの教室事業などがありますので、発達相談事業につきましては、こ

ちらの施策に組み込ませていただいたということになります。事業自体がなくなったということ

ではございませんので、ご理解をお願いいたします。 

○中村良則会長 

第４章についていかがでしょうか。 

○鎌田文聰委員 

 ６ページのところに放射能公害対策事業が、事業内容終了になっています。 

その理由が、取組自体は継続しているが、高濃度の放射能が検出されるケースは限定的であ

り、子育てに安全管理としての側面がなくなってきたためと説明がありました。これを考える

と、検出されているケースは限定的なものはあるわけですよね。 

○こども課：松原課長 

こども課の松原と申します。こちらの放射能公害対策事業につきましては、東日本大震災が起

こったことによりまして、放射能が県内の方にも流れてきたということで、岩手県の例えば原木

椎茸とか野生の熊とか鹿の肉などの出荷制限がかかっているということがございます。こちらの

方もだいぶ落ち着いてきておりまして、それで基本的には放射能が測定された場合には、出荷制

限がまだかかっているということがございまして、花巻市におきましても、一部そういう部分で

はまだ放射能の濃度を気にされる方がいらっしゃいますので、そういう部分については簡易測定

という形で継続的に放射能の測定はしておりますが、一般の方々の口に入るものとしては、そう

いうものが出回らないということがございましたので、今回については掲載終了ということで考

えたところでございます。 

 実際には原木椎茸ではなくて、一般市民の方々が持ち込みされているものになりますので、具

体的にはキノコ類が多いのですが、山に入って本当に大丈夫かなと心配されますので、それにつ
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いては簡易的に測定しており、ここ数年は測定されていないとありましたので、こちらの事業と

しては終了として差し支えないと考えているところでございます。 

○鎌田文聰委員 

 大丈夫であれば安心なのですが、親戚の農家が不安がっていたので、安心であれば嬉しいで

す。 

○こども課：松原課長 

 実際に放射能については、福島で原子力発電所の爆発があり、それが宮城から県内では主に一

関あたりが放射能の数値が大きかったというように認識しておりましたが、先ほどの説明のとお

り、現時点において花巻市では心配するような状況ではないと私の方では認識しているところで

ございます。 

○中村良則会長 

 事業を継続する仕組みはあるのでしょうか。 

○こども課：松原課長 

こちらの事業は生活環境課の事業になりますので、来年度こちらの事業を引き続き継続するか

どうかを確認したいと思いますが、実際にこちらの第２期計画における評価につきましては掲載

させていただき、持ち込みについての放射能測定については、継続していくだろうと考えている

ところでございます。 

○高橋きぬ代委員 

 私立幼稚園連合会の理事の高橋と申します。 

一つ質問ですが、６ページの１-１保育園等園庭開放事業、これが統合終了ということですが、

各保育園等が行っていた月１回なり２、３回なり、地域の人達に行っていた園庭開放が無くなる

ということですか。 

○こども課：高橋課長補佐 

事業が終了したというわけではなく、各園で行っていただいている事業でございますし、市の

実施事業といたしましては、こどもセンターですとか、子育て支援センターの方でも開放事業を

してございますので、各園で実施する園庭開放そのものについては、市の実施事業としての評価

はしなくても良いのではないかということで、統合させていただいたということになります。 

○高橋きぬ代委員 

 毎年こども課の方に、いつ開放しますかという報告をしていた気がしますが、それが無くなる

のですか。それを全部合わせた形でホームページか何かで紹介していたような気がするのです

が。 

○こども課：松原課長 

 子育て支援ガイドブックへの掲載や子育て支援センターの事業の中で、園庭開放の紹介をさせ

ていただいていたところでございます。これについては今後も子育て世帯に情報発信していくと

いうところがございますので、継続実施するものと認識しているところでございます。引き続き

ご協力を賜れば大変ありがたいと思います。 
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○高橋きぬ代委員 

もう一つ質問は７ページの右下の方に、これからの市全体の教育・保育の量の見込みとありま

すが、計画における利用見込みが 2,370 人、11 年の４、５年後には 1,933 人ということで、340

人減ということは大体変わらないのではないかなと思うのですが、２ページに飛びまして、教

育・保育の状況が書かれていますが、これが今、認定こども園、幼稚園だけを見ても、施設数が

大体 40、そこでの定員が 3,150 人とほとんど入れる状況だということは理解しました。これに対

する利用見込数が 2,344 人ということですが、４、５年後になった時に、利用者は減りますが、

今までは小規模保育所等々を増やして待機児童を減らすような方向で進んできたと思います。 

今後は小規模保育所だけではなく、一般の保育所、認定こども園、幼稚園も定員に満たない、

または偏りがでてくることにより、園の運営が難しくなるところも出てくるのではないかと心配

をしております。４、５年先の見通しはどうなるのか、それから市の方で何か支援を充実させて

いきたいという考えがあるか、お伺いしたいと思います。 

○こども課：高橋課長補佐 

 先程、地域によって偏りがあるのではないかというお話がありましたが、素案の方で 79ページ

以降に、市全体もしくは地域別の教育・保育の実績と見込みを掲載させていただいております。

これを見ますと旧石鳥谷町、大迫町、東和町は子どもの数が減ってくる見立てをしております。 

 旧花巻市も子どもの数は減少していくと思ってございます。今後、その中で施設の維持をどう

していくかというところですが、定員の見直しをしていくべきかと思います。定員に応じまし

て、市から支払われる運営費の単価が決まっておりますので、例えば同じ定員で 50人入所する施

設と、70人入所する施設では、50 人の方が一人当たりの単価が高くなっております。これは大き

い施設の方が効率的に運営できるだろうということで、単価が低くなっているものです。 

 定員を減らし、市からの運営費に係る園児一人当たりの単価を高くすることで、維持していけ

るのではないかと思ってございます。公立園につきましても、定員を見直ししていくなど、バラ

ンスはとっていかなければならないと思っております。 

○高橋きぬ代委員 

一つ感想です。花巻市の子育てのしやすさのポイントが上がっておりましたが、具体的にお話

がありませんでしたが、保育士の募集の時に、他の市町村から受けた方が居まして、どうして花

巻市で働きたいのですかと聞いたならば、花巻市が保育士確保の条件が良いとその学生は言って

ました。 

たくさんの奨学金を借りているので、その面でも花巻市を受けましたという方が２人いました

ので、とてもいいのかなと。もう一つ、私立幼稚園の施設に対する補助とか毎年調べているので

すが、そういう中でも花巻市が一番充実しているなという意見が聞かれますので、継続していた

だいて、有難いと同時に充実をお願いしたいと思います。 

○中村良則会長 

大変心強い言葉だったかと思います。 

では、４章、５章全体を含めて、何かお気づきの点がございましたらお願いいたします。 
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○吉田桂子委員 

花巻市手をつなぐ育成会の吉田です。 

５ページの№17、一番上の乳児のための支援給付というところで、一定時間以内で、就労要件

を問わず時間単位で柔軟に利用できる通園給付を行うということで、とてもいいなと思うのです

が、どういった目的で使われるかにもよるとは思いますが、６か月から３歳未満ということで、

だんだんにそのきょうだいを考えたりとか、色んな通園があったりということに使う場合も考え

られるわけで、そうなると月 10 時間以内で足りるのかなというのを疑問に思ったので、10 時間に

設定した理由だったり、足りなくなった場合の対策はお考えでしょうか。 

○こども課：吉田子育て支援係長 

月 10 時間の根拠ということですが、国の交付金事業で、いくら補助金を受けられるかという補

助基準額というものがございます。 

この補助基準額については、月の上限を 10 時間とした上で、子どもの年齢に応じて、子ども一

人１時間当たりの単価を設定するという考え方になっております。現時点では国からの資料に基

づいて、月 10 時間という記載をしておりますが、こちらの制度は来年度以降、具体的な実施に向

けて制度の研究を行いながら、各市内の園のお話を伺った上で、制度を構築していく必要がある

と考えております。10時間が固定なのかどうなのかというところも含めて、勉強させていただき

ながら、どのような形が良いのかについては検討させていただきたいと思います。 

○こども課：高橋課長補佐 

補足させていただきますと、誰でも通園制度のほか、一時預かり保育事業も行っております。

一時預かり保育の方は、10 時間を超えて預かることが可能となっておりますので、制度の併用な

どもご提案しながら対応していきたいと思っております。 

○こども課：松原課長 

子育てのお母さんが育児に対する悩みとかがあるという中にあって、誰でも利用できればいい

なという考えで、それに時間制限があるのはどうなのかというところだと思います。 

これにつきましては、先程申し上げている通り、一時預かりとか、色々な部分もありますが、

身近な部分では子育て支援センター、この近くですとこどもセンターになりますが、こうした場

所において、日々の相談には応じていく体制は現在ございますので、周知や広報活動等を引き続

き行いながら、安心して子育てできるようなまちづくりを進めていきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○中村良則会長 

改めて見ると、この指標とか目標値とかいった実施団体において検討するということは、これ

から具体的に考えるということだと思います。 

そういう意味では５ページの№58、学校給食費負担軽減事業も要検討となっておりますが、い

かがでしょうか。 

○瀬川教育部長 

 学校給食費が近年の物価高騰によりまして、令和５、６年度と給食費の単価は上昇しておりま
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すが、保護者負担は上げずに、その分市からの支出という形で取り組みを継続しているところで

ございます。これにつきまして、来年度も更に米の価格高騰も報じられておりますが、現在でも

高くなっておりまして、今年度もその分についても保護者負担には転嫁していない状況です。 

 市で負担することを今後も確実に継続しますというように言い切れる状況ではございませんの

で、価格もどこまで上がるかということもありますが、できるだけ保護者の経済的な負担になら

ないような取り組みを継続していきたいという考えはありますけれども、財政事情との折り合

い、それから国の方でも色々検討がされているところもありますので、それも見据えながら、今

後、市としてもどのような取り組みをしていくかというのは、全体的な調整を行いながら検討し

てまいりたいというような状況でございます。 

○鎌田文聰委員 

 障がい乳幼児の保育事業はどこに掲載されているのでしょうか。 

○中村良則会長 

４ページの施策番号１－２、幼児教育・保育サービスの充実の中の 13 番目、障がい児保育事業

なのかなと思います。他に４章、５章で何かございますでしょうか。 

○諏訪心一委員 

つちざわこども園子育て支援センターの諏訪と申します。 

８ページですが、（6）子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）とありま

す。市のホームページを見ますと、清光学園と盛岡の３施設が利用できるというのを見たのです

が、大体年間利用される方というのはどれぐらいいらっしゃるのか。一時預かり保育事業とか、

ファミリー・サポート・センター事業がある中で、どのような方がこの事業を利用されるのかを

お聞きしたいと思います。 

○佐々木こども家庭センター所長 

 こども家庭センターの佐々木と申します。 

ショートステイについて利用件数がどれくらいか、後どのような方が利用しているかというこ

とについてお答えします。 

 利用件数についてですが、手元にある資料で令和５年度につきましては、ショートステイは 

２歳児未満の方が延べ 13 名、２歳児以上の方は 27 名ということで、合計 40 名の方が利用してお

ります。 

どのような方がとなりますと、一例としましては夜間に仕事をされている方が夜も預かって頂

きたいということで、一泊二日というようになってございますし、育児疲れで、この日は預けて

一日過ごしたいという方もご利用になっているという状況でございます。 

○諏訪心一委員 

ホームページの方で、７日間まで利用できると書いてあったかと思いますが、それは連続で泊

まって利用できるのでしょうか。 

○佐々木こども家庭センター所長 

実際には一泊二日という方が大体のところでございます。 

○鎌田文聰委員 
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 障がいを持つ児童の保護者の方の育児疲れでもよろしいのでしょうか。 

○久保田こども家庭センター副所長 

 こども家庭センターの久保田と申します。 

障がいをもつ児童の場合は、障がいの程度によるのかなと思います。重度の障がいの方です

と、清光学園とかで医療的ケアをするのは難しいかと思いますので、その場合には医療機関に一

時入院をして、保護者の方を休ませるというような手段をとる場合もあると思います。 

育児疲れで使うショートステイにつきましては、近くに支援者がいない方で、家庭の養育にな

る中で支障のある方が利用できることになっておりますので、まず相談してもらって、その内訳

によってサービスを進めるという流れになっております。 

○鎌田文聰委員 

実は相談を受けることがありまして、必要な方のケアができればいいなという思いでお聞きし

ました。 

○久保田こども家庭センター副所長 

こども家庭センターが出来まして、おっしゃっていただいたような複合的課題がある児童をど

うするかというケースが増えましたが、身体的には異常がなくても、多動傾向が強かったり、こ

だわりが強かったりということで、保護者の方がとても疲弊している場合もあります。そういう

場合はケース会議を開きまして、療育センターだったりとか、そちらの方も巻き込んで、一時入

院だったり、一時入所とかで保護者の方を休ませて、引き続き頑張ってもらうような体制を整え

たりということも支援しております。 

○中村良則会長 

それでは、第６章についてはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

本日の議題（1）第３期花巻市子ども・子育て支援事業計画（素案）について、審議は以上とい

たします。 

（2）その他で何かございますでしょうか。 

無ければ、議事は以上をもって終了といたします。 

○こども課：高橋課長補佐 

ご協議ありがとうございました。続きまして、次第の４その他でございますが、皆様からその

他で何かございますでしょうか。 

無いようですので、こども課長から、今後の会議開催につきましてご案内をいたします。 

○こども課：松原課長 

皆様方には長時間に渡りまして、本当に貴重なご意見、また慎重な審議をいただきましてあり

がとうございました。次回の第４回子ども・子育て会議ですが、日にちも確定しておりまして、

３月 18 日火曜日午前 10時から開催したいと考えてございます。年度末の大変お忙しいところと

存じますが、ご出席を賜りたいと思います。 

第４回の会議におきましては、本日いただいたご意見を踏まえまして、皆様方には第３期花巻

市子ども・子育て支援事業計画の最終案をご提示させていただきまして、その内容の確認、最後

に子ども・子育て会議としての最終意見をいただくということを考えております。 
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この他に、今後の予定といたしましては、冒頭に部長からもお話がありましたが、１月の下旬

頃から２月にかけましてパブリックコメントを行い、最終案を決定した上で、内容を確認してい

ただくということになりますので、もうしばらくお付き合いいただければと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○こども課：高橋課長補佐（事務局進行） 

以上をもちまして、令和６年度第３回花巻市子ども・子育て会議の一切を終了いたします。 

本日はありがとうございました。 

 

（以上） 


